
法

律

平成™�年�月˜š日 金曜日 (号外第˜š™号)官 報

第
二
条

防
衛
省
設
置
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

六
条
中
「
十
五
万
千
六
十
三
人
」
を
「
十
五
万
千

二
十
三
人
」
に
、「
四
万
五
千
五
百
十
七
人
」
を
「
四
万

五
千
四
百
九
十
四
人
」
に
、「
四
万
七
千
九
十
七
人
」
を

「
四
万
七
千
七
十
三
人
」
に
、「
千
二
百
二
十
七
人
」
を

「
千
二
百
五
十
三
人
」
に
、「
三
百
六
十
一
人
」
を
「
三

百
六
十
七
人
」
に
、「
千
九
百
七
人
」
を「
千
九
百
十
人
」

に
、「
二
十
四
万
七
千
二
百
十
二
人
」
を
「
二
十
四
万
七

千
百
六
十
人
」
に
改
め
る
。

（
自
衛
隊
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
事
務
次
官
」
の
下
に
「
及
び
防

衛
審
議
官
」
を
加
え
る
。

第
二
十
条
第
二
項
中
「
航
空
救
難
団
」の
下
に「
、
航

空
戦
術
教
導
団
」
を
加
え
る
。

第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
若
し
く
は
」
を「
の
学
校
、

政
令
で
定
め
る
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
の
二
第
一
項
第
六
号
中
「
事
務
次
官
」
の

下
に
「
、
防
衛
審
議
官
」
を
加
え
る
。

第
七
十
五
条
の
二
第
二
項
中「
八
千
四
百
六
十
七
人
」

を
「
八
千
百
七
十
五
人
」
に
改
め
る
。

別
表
第
三
航
空
開
発
実
験
集
団
の
項
中
「
狭
山
市
」

を
「
東
京
都
」
に
改
め
る
。

（
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
）

第
四
条

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
事
務
次
官
」
の
下
に
「
、
防
衛

審
議
官
」
を
加
え
る
。

第
二
十
七
条
の
二
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

若
年
定
年
に
達
す
る
日
以
前
一
年
内
に
退
職
し

た
者
で
次
に
掲
げ
る
も
の

イ

定
員
の
減
少
若
し
く
は
組
織
の
改
廃
の
た
め

過
員
若
し
く
は
廃
職
を
生
ず
る
こ
と
に
よ
り
、

又
は
勤
務
官
署
の
移
転
に
よ
り
退
職
し
た
者

ロ

国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
第
八
条
の
二
第
五

項
に
規
定
す
る
認
定
（
同
条
第
一
項
第
一
号
に

係
る
も
の
に
限
る
。）を
受
け
て
同
条
第
八
項
第

三
号
に
規
定
す
る
退
職
す
べ
き
期
日
に
退
職
し

た
者

第
二
十
八
条
の
二
第
四
項
第
二
号
中
「
又
は
」を「
若

し
く
は
」
に
改
め
、「
に
よ
り
」
の
下
に
「
、
又
は
勤
務

官
署
の
移
転
に
よ
り
」
を
加
え
、同
項
第
三
号
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
十
月
を
超

え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該

各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
四
条
の
規
定
（
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関

す
る
法
律
第
四
条
第
一
項
の
改
正
規
定
を
除
く
。）及

び
次
項
の
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を

超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

二

第
二
条
の
規
定

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

防
衛
省
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
六
年
六
月
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
六
十
五
号

防
衛
省
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
防
衛
省
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

防
衛
省
設
置
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六

十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
七
条
」
の
下
に
「
・
第
七
条
の
二
」
を

加
え
る
。

第
六
条
中
「
十
五
万
千
六
百
四
十
一
人
」
を
「
十
五

万
千
六
十
三
人
」
に
、「
四
万
五
千
五
百
五
十
人
」を「
四

万
五
千
五
百
十
七
人
」
に
、「
四
万
七
千
百
二
十
八
人
」

を
「
四
万
七
千
九
十
七
人
」
に
、「
千
百
五
十
九
人
」
を

「
千
二
百
二
十
七
人
」
に
、「
三
百
五
十
九
人
並
び
に
」

を
「
三
百
六
十
一
人
、」に
、「
千
九
百
九
人
」
を
「
千
九

百
七
人
並
び
に
内
部
部
局
に
所
属
す
る
陸
上
自
衛
官
、

海
上
自
衛
官
及
び
航
空
自
衛
官
四
十
人
」
に
、「
二
十
四

万
七
千
七
百
四
十
六
人
」
を
「
二
十
四
万
七
千
二
百
十

二
人
」
に
改
め
る
。

第
三
章
第
一
節
中
第
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え

る
。（

防
衛
審
議
官
）

第
七
条
の
二

防
衛
省
に
、防
衛
審
議
官
一
人
を
置
く
。

２

防
衛
審
議
官
は
、
命
を
受
け
て
、
防
衛
省
の
所
掌

事
務
に
係
る
重
要
な
政
策
に
関
す
る
事
務
を
総
括
整

理
す
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
、
部
員
」
を
「
及
び
部
員
を
置

き
、
自
衛
官
」
に
、「
置
く
」
を「
置
く
こ
と
が
で
き
る
」

に
改
め
る
。

第
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
一
条

削
除

第
十
九
条
の
二
第
四
項
中
「
事
務
次
官
」
を
「
事
務
防
衛

次
官
審
議
官
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
六
号
中
「
部
隊
等
」
の
下
に「（
第
十

九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
統
合
幕
僚
長
及
び
陸
上
幕
僚

長
、
海
上
幕
僚
長
又
は
航
空
幕
僚
長
の
監
督
を
受
け
る

陸
上
自
衛
隊
、
海
上
自
衛
隊
又
は
航
空
自
衛
隊
の
部
隊

又
は
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
加
え
る
。

三

第
三
条
中
自
衛
隊
法
第
三
十
条
の
二
第
一
項
第
六

号
の
改
正
規
定

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
又
は
国
家

公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十

六
年
法
律
第
二
十
二
号
）
の
施
行
の
日
の
い
ず
れ
か

遅
い
日

（
経
過
措
置
）

２

前
項
第
一
号
に
定
め
る
日
前
に
第
四
条
の
規
定
に
よ

る
改
正
前
の
防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律

第
二
十
七
条
の
二
第
二
号
に
該
当
し
た
者
に
係
る
同
条

に
規
定
す
る
若
年
定
年
退
職
者
給
付
金
の
支
給
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

防
衛
大
臣

小
野
寺
五
典

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
六
年
六
月
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
六
十
六
号

独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
（
第
十
二
条
）」を「
独
立
行
政
法
人
評
価
制
度
委
員
会（
第
十
二
条
e

第
十
二

条
の
八
）」に
、「
第
一
節

業
務
（
第
二
十
七
条
・
第
二
十
八
条
）

第
二
節

中
期
目
標
等
（
第
二
十
九
条
e

第
三
十
五
条
）」を
「
第
一
節

通
則
（
第
二
十
七
条
e

第
二

第
二
節

中
期
目
標
管
理
法
人
（
第
二

第
三
節

国
立
研
究
開
発
法
人
（
第
三

第
四
節

行
政
執
行
法
人
（
第
三
十
五

十
八
条
の
四
）

十
九
条
e

第
三
十
五
条
の
三
）

十
五
条
の
四
e

第
三
十
五
条
の
八
）

条
の
九
e

第
三
十
五
条
の
十
二
）
」に
、「
第
一
節

特
定
独
立
行
政
法
人
（
第
五
十
一
条
e

第
六
十
条
）

第
二
節

特
定
独
立
行
政
法
人
以
外
の
独
立
行
政
法
人
（
第
六
十
一
条
e

第

六
十
三
条
）」を
「
第
一
節

中
期
目
標
管
理
法
人
及
び
国
立
研
究
開
発
法
人
（
第
五
十
条
の
二
e

第
五
十
条
の
十
一
）

第
二
節

行
政
執
行
法
人
（
第
五
十
一
条
e

第
六
十
三
条
）

ù
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
ゆ
だ
ね
た
」
を
「
委
ね
た
」
に
、「
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
行
わ
せ
る
こ
と
を
目
的
」
を「（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
公
共
上
の
事
務
等
」
と
い
う
。）を
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
行
わ
せ
る
た
め
、
中
期
目
標
管
理
法

人
、
国
立
研
究
開
発
法
人
又
は
行
政
執
行
法
人
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
中
期
目
標
管
理
法
人
」
と
は
、
公
共
上
の
事
務
等
の
う
ち
、
そ
の
特
性
に
照
ら
し
、
一
定

の
自
主
性
及
び
自
律
性
を
発
揮
し
つ
つ
、
中
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
執
行
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
も
の
（
国
立
研

究
開
発
法
人
が
行
う
も
の
を
除
く
。）を
国
が
中
期
的
な
期
間
に
つ
い
て
定
め
る
業
務
運
営
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す

る
た
め
の
計
画
に
基
づ
き
行
う
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の
需
要
に
的
確
に
対
応
し
た
多
様
で
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
通
じ
た
公
共
の
利
益
の
増
進
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
独
立
行
政
法
人
と
し
て
、
個
別
法
で
定
め
る
も
の

を
い
う
。
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